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2・CzAPEK −agar （NaNO31 ．0％ ）十 悉春友 （0 ％．v1．OO／e ） （Tab ．　VI ）

CZAPEK 成分 の 中，　 NaNO ．e の 量 を 堰 して 前 の 試驗 と同康 に 行 う．

Tab ．　VI 　InHuence　 of 　 ash （Came〃ia　japonica　L ）・・（b）
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　 こ の 結果に よれ ば ， 期 待し た効果 は 得 られず ， 胞子 の 色調 ， 及 び 生成量共 に 劣つ て い た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 む 　　す　　び

　麹菌 の 胞子形成 を 各踵 の 培養基 に つ い て 比 較 し，次 の 結果 を 得 た．

　 1 ．各櫨入rr合成培地 の 中で ，　 CZAPEK ，
s　medium に優 る もの は見 出 されなか つ た．

　 2．天然物を用い た培地の 中で ，
GZAPEK 培地と同 程度 か ， 或 は稍々 優る と認 め られる もの に 次 の もの があつ

た ．

　（i） GZAPEK 培地 に 麩 5 ％を 混和 し た もの ，

　（i三）　麩霞出液　（ズk ： i9！＝ 100 ：10’−15）．

　 （iii） CZAPEK 培地に 檮友 o．01％ を混 和 し た もの ．

　 3 ．e91 −・4 報 を 通 じて ， 最 もよい sporulation 　medium 　lよ CZAPEK 培地 に於 て N 一
源とし て 酒石 酸 ア ン モ

＝ウ AO ・5％ を用い た もの で ，こ れ に 次 で 礑駿 ア ン モ ニウ ム 0．1〜0．2％ の もの がよか つ た
3）．
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産膜酵母 菌に關す る磅 究 （第 2 報） Pichia麗 ＊
（2）

小 玉 健 吉 ・京 野 忠 司 ・小 玉 正 次 郎 （小 玉 醜 逍 株式 師 髏 酵研 究室 ）

　著者導 は第 1報 1）に 引獵き Pichiaに騙す る もの 47株 を檢素 した る 結 果に つ い て 報告する，最近 T ．　LODDER

等 2） は その 著書 中に 匙界各地よ り蒐築 した 44株 7） P 飴肋 に つ い て 報告して 居 るが，勵 奪 享り 倹試菌株 の 中に は

長 年貯藏 され た 結果胞子 の 形腐力 を失 い そ の 他 の 諸 性 質 に つ い て も必 ず し も原 著者 の 記 域と
一・・

致 しな い もの もあ

るの で ， 著者等 は貯藏標本 に は電點 を お か ず分離 して か ら 口の 淺い 新鮮な野
’n株 キ 劉 象 と しその 胞 了・の 形成力を

失 わ ない 5ち に 菌學的諸性質を 檢討 し モ ノ グ ラ フ を 試 み た．又 LODDER 等 は分類に あた り糖 類 の 醗 酵及 び置 化

篳 の 生 理 的性質 を胞 予 の 形 朕等 の 形態學的 性 質 よ り優 先 して 分類 の 主要條件 に 採用 して 居 るが ，著者等 の 見 解で

は Pichia　esの もの は
一

股に葡萄斷等 の 單艚 の 地は 讎酵及び同化能が極 め て從翡で 前培養條件や 試驗方法 の租逮

尊 に依 り± の 到定 自身困難なる場 合が 窶 々 認 め られ る の で Pichia圃に 就 て は 形態肇的性質 （特 に 胞 子 の 形斌 を

重視 して ） を 主要 條 件 と し前 述 り 生 理 的
一
me 質 を附僧條件 と して 分 類 を試 み た．試瞼与法 ぽ 發育及 び 胞子形成最

sc
本 報 は菌株の 分 類 の 部 の （A ） PicJtia幅 及 プ z］goPichia 屬

’
こ開 す る 第 2 報 で あ 乙 が，第 2 報 以 下 ば J．　L つD −

　DER の 提唱 に 依 b　 Pickia 圏（2〕とし た．
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高限界温貶，亜 硝酸騨同 化等 特に脚註に 明禾した る もの 以 外は LODDER の それ に準 じた ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 茜 株 の 分 顛

　e ．Pichia　membranaefaciens 　var ．　mandshurica （SAITO ） comb ．　 nov ．　Syn ．　Pichia　mandshzarica 　SAITO

　ZygoPichia　chevalterii （GUILL 工ERMOND ） KL6CKER

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　 分離資料 及 び方 法

　資料 を次 の 表 に 示 す．方 法 は 第（1｝報 に 準 じた．

蠶 1 分 離 試 料 rl馨魏1 分 離 試 料
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No ．14 酒精粕 （新 潟 縣，中越 酒造KK ）
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No ．28酒 精 粕 （禰 島縣 ， 耶麻 酒 造 KK ） 1ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 駆　 賢 驗 及 び 結 果

（A ） 細胞 つ 形 状，大 さ （麹 『1・乃 至麥 芽 汁 ， 25℃ ， 2 ’v3 日）

菌株 番 號1　 形 爿犬 大
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No．30
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嚠 鰍 鸚
稀 に

平
1繕1三騰1・1… 脚

No ．35

No ．36

・ ・ ．・・
橢 彫 稀 嚠 9：量：1：書糞嬲 ：塁

議繊難 鞭 搬 ・珪・謝 恥 … 醇
楕圓形 乃琳 風

… 一一 一

踊 勵 蠱 彫 … 一・・… 5 ・・一…

．

1
鬮 （B ）　液體培養

　 麭汁及 び 加 塘馬鈴薯 汁
補 …・・者 菌株 を通 じて 濕 潤，次 白 色，亭 滑 か稀 に 微か に 摺襞 の ある極 め て 菲薄な皮膜 を

つ くり管壁 に上男・す るが 日 を纒 るも肥厚 し ない ．醸 酵に依る氣泡の 發生 を認 めず ，液 は透明 （Smooth 　Type ），

　麥芽汁
……上 記 趙汁及び 加糖、馬鈴薯汁に 比 し て 更に 菲薄な皮膜 を つ くる の み．

　 （c ） 劃線培養

　麥 芽汁寒天 （17℃ ， 1 ケ 月）・・…眷菌株 を通 じ濕．開鈍光荻黄乃 至荻赤羯色 （Pale　 olive −Buff
，
　Pale　Pinkish　Bufr

乃至 Tilleule　Buff） 季 滑 （稀に 微か に 粗褶襞 を有す る もの もあ る ）概 ね 偏偶 こ發育 し周櫞整 正 力僅 か に鋸蘭 状．

　（D ）　假菌糸の 生成 （Slida　 culture ）

　延 長形乃 至 長惰圖 の 細胞 運 詰 し，樹枝伏の 假菌糸 を形 成 し，blastosporesは Pseudomycelial　 cells と全 く區 別

し得ない か 叉は 稍 々 短 く長楕圓形乃至楕圓形を呈す る．

　（E ） tS　IFの 形状及び子嚢形成時に 於け る接含 の 有無

　一般 に各踵 培勉繰 1こ No ．14−− No ．32の 19殊 は單性 生 殖 に 依 りNNo ．33 −−No ．42の 10株は 單性夊 ほ 異胎接 含に 依

り形成良好 ， 胞子は 次に 示す康な各種 の 形状 を 示 す．

　 a 型 t・…・
牛球〜底邏 の 微 か に ふ くれ た 牛球形

　b型 …・・底 邊 が ゆ る い 波状に 突出した 牛球 乃至 扇形

　c 型……
圓弧 の

一
部が 角形をなす もの

　d型……圓弧 の 一部分が弦に よつ て 切 られた 類圓形乃至不整類圓形

　圃 ち 各菌株 を通じて a
，
b

，
　c

，
　d 各鍾 の 形状の もの が あ り （附鬮參照）， 大 さは3．3〜2．2 × 2．8〜L5 μ，（3．3）2〜

（2．2）2
， 毎子嚢 申普通 2 ケ ， 稀 に 3 〜4 ケ

， 胞 予 の 中央 に は 駿 々 n の 油衢 を 有す る．

管 LODDER は 麥芽汁培地 に お ける 皮膜 の 状態 （Wrinkled　or 　Smooth ） 1ま1司一菌株で も外園の 條 件 に依 つ て 大

　 き く影爨 され る と述べ 丁 居 る が，第 1 報
1） に 於

一
rUt 報 の 樣 に 普者 等 ：丈衆麹 汁 及 び LoDDER の slide　culture

　 に 用 う る Potato　agar と同 檬 に 調 製 し た 2 ％葡萄糖 添 力il馬鈴薯汁 に 25〜26℃ ，3 − 4 日 培養 すれ ば本 菌 株群

　 に 就τ は 明か 1： Wrinkled 　 or 　Smooth の 特澂を示す の で 本菌株躰 の 分類 上 の 1傑 件 として 探用 す る事 に し

　 た．其 の 後 横塚 ，後藤氏
4）等 も 「日本 産 葡萄 酒 産 膜酵母菌」 に 就 い て 同 檬 の 事實 を認 め て 居 る．

鞭

胞 子 の 形 成 試 強 は主 とし 丁 水 浸 モ ソ ジ ソ 片 ，
ゴ ロ ドコ v 氏 寒天 ， 麹汁寒 天 ， 葡萄糖 ベ プ F ン 寒 天 ，

V − 8

　 寒天，水渡及lfg　VANTHOFF 氏液浸石 膏塊，　Va　t：に 葡萄糠添加馬 鈴薯汁寒天 （LODDER の Slide　culturc

　 の 培地 ） 又 WtCKERHAMIi ）馬 提唱 の 峯芽汁寒 天 ， 小 田 氏
6）等 の 酵母 自己 消 叱 夜寒 天 等 を用 い 、25，30℃ に

　 3 〜7 日放 置 し て 形成 し ない もの は 約 1 ケ 月放置 し た陳久培地 に つ い で 観察 し た．菌株 に よ b培地 に よ る 多

　 少 形 成の 難 易 が あ る が一一般 に 形 戌 咲好 で 特 把 の 培地 に 選壁的 に 形 虎 さ れ る もの ：丈特 ：こ附 詛 す る事 とし r：．本

　 報 以 下 之 に　ng　t・る．
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（F ）　發育最高限界温度
聴

各菌株 に つ い て 試 驗 した る結果 41− 43℃ に 位 す る ．

（G ）　胞子形成 の 限界澀度
褓

de
發 育 の 限界温 度 は STELLING −DEKKERT ⊃ 以 荷llの 諦家 に よ b ， 胞子 形成 の そ れ と同樣 分類 上 の 1條 件 とし で

　 重 覗 され て 居 た が暑 者 等 の 試 驗 に 依 れ ば 特 に 最 高限 界 淞 度 は之 等 の 諦 家 と同 様 分 類 上 價値あ る事 を再 認 識 し

　 得 た．最 高 限界温度 の 決 定 に は ， i麥冴汁 寒天 及 び 麩汁寒天培地を 用 い た が豫備試驗 的 に 35℃ ， 40℃，45℃

　 （士 O．5℃ ） の 各 温 凝 に 同 時 に 靜置 し發 育 の 有 無 に 依 り，夏 に 狹い 觀 農 範 園 に つ い て 接種後30 日 間同 温 度 に 靜

　 置 し，發 育 の 有 無は一直 線 に 極 少 量 （1 白 S，耳 ， 徑 1n 】 m 程 度 ） 接 種 し た る 部 分 を 肉 眼 的 に 觀 察 し到 定 し た

　 の で 嚴 密 に は 繁殖限界濫 度 とい う意 昧 で あ る．こ の 揚 合 寒 天培地 は 高温 に tt　b水 分蒸發 し菌 株の 發 育 に不 逋

　 當 な環境 に な る こ とを防止す る爲菌 を接種す る 前 に 豫 め 固化 し た斜而下 部 に 墾葺汁 乃至 麩 汁 1cc程度 を無菌

　 R勺に 添 力πした ．
鞘

胞子 形 威限界温 度 特 に 最高限界濃度 は 前述發 育限界飆 度 と同 様　STELt 工ING −DEKKER 以 前　GVILLIER ・

　 MOND ，　 HANSEN 、　KLdCKER ，　SAITO 峯享の 諸 家 に よ り分 類上 の 1條 件 とし 1
．
重 硯 され て 居 たが，讃者 等 も

　 Pichia 及 び Hansenula 圃の 多 くの 菌 株 に 就 い
『
「試 驗 の 結 果，之 等 の 諦 家 と同 探 分 類 上 の 價値 の あ る事を再

　 認 識 し得 た．而 し T そ の 決 定 に 當 つ て け

　 1）　 そ の 菌 株 の 形 成 適 温 に 於 て 最 も形 成 良 好 な培地 を用 い た．
　 2） 菌 株 に よつ て は分離後標夲 貯 藏 中臓 子 形 威 能 を失 うか，又 は著 し く退 化 す る揚 合 が あ る の で 本試驗は 分

　　 離純化後直 ち に 實施 し た．
　 3） 豫備試驗 的 に 30℃ ，35℃ ，40℃ （± 0，5）の 各 温 度 及 び 謝 照 とし丁 多 くの 菌株の 形成 適 温 で あ る25・・−26℃

　　 に 於 て 試 驗 した．即 ち同
一

前培養 （麥芽汁乃至 麹汁25− 26℃
，

2 β後の 皮膜細 胞 ） よ b同 時 に 接種 し これ

　　 らの 各 温 度 に 靜置 し ， 菌の 發 肯後 時 々 檢鏡 し對 照 區 分 に ぱ 必 牛 形成 す る 事を確 認 しつ ts， 更 に 狹 い 温 慶 範
　　 圍 に 於 て 30 日 間 放 置 し 形 成 の 有 無 を確 認 し限 界 温 慶 を決定 し た．叉 菌 株 に 依 つ て は 前培養の 皮膜細 胞 の 中

　　 に 形成 す る揚 合 もあ るの で 前培養 に は 胞子 形成 の ない 事 を豫 め檢鏡 に 依 b確 認 した 後 供試 した．
　 4）　 ゴ 卩 ドv ワ 氏寒 天，葡萄糖 く プ ト ン 寒 天，馬 鈴薯 汁寒 天 ，V 〜8 寒 天 等 の 圃鶻 培地 を用 うる揚 合 に は 比

　　 較 的 高 澀 に 畏 時 口靜罟 され る の で 培地 の 水 分 が 蒸發 し 胞子 形成 に 不 適餅 な環 境 に な る 事 を防 ぐた め 豫 め 固

　　 化した試驗暼入斜面 ド郎 に 菌接種前 に 寒天を加えない 夫 々 の 液髄培地 1− 2cc 程 度 を無鼠的 に添加 した、
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　 各菌株 を通 じて 37〜389q こイ立
｝
ナる．

　 （H ）　糖類 の 醸酵性
煢

　 總 て の 糖類 を 醴酵 しない か 葡萄糖 を極め て微弱（士 ）に醗酵する の み．

　 （1）　糖類 の 同化
鞭

　 總 て の 菌株 を 逓 じ Glucose を 同化 し，　 Galactose，　Saccharose　Maltose，　Lactose は 何れ も同 化 しない ．

　 （J ） 硝酸騨及 びEEes酸躍 の 同 化
慚 静

　 陰性，

　 （K ）　 x チ ル ア ル コ ール の 同化
x −− eee

　 エ チ ル ア ル コ 冖ル を同化し友白濕潤 の 不滑な皮膜 を つ くる，

　 （L ）　 ア ル ブ チ ン 分解

　 陰性．

　 （M ）　 ＝ ス テ ル 様芳香生成
輔 猟 静

　 陰性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H　 猿 縁 及 び 考 察

　 本菌群 は 何れ も硝酸鹽及 び 亜 碓酸 騨 を 同 化せ ず ， 醸 酵性 微翡 乃 至 全 く欠 き， 葡萄糖 の み を 同化す る か ら Pichia

に 腸 しそ め中 No ．14〜No ．32の 19株は 從來 の 分類 に 從えば單性生殖 に 依 つ て 各種形駄 の 混在 した胞子 を 形威 し，

各種液體培地 上 概 ね4 滑菲薄な皮膜 を つ く り，發育及 び 胞子 形成の 最高限界淵度が 夫 々 41〜43℃ ， 37〜38℃ の 高

淵 に あ る事 等 よ り Pichia　mandshurica 　SArTOIo ）に，又 No ．34〜No ．43 の 11株 は主 と して 異胎接合 に ょっ て 同様

の 胞子 を形 成するか ら Zコgopichia に 圏 しその 他の 諸性質よ り ZPtgopichia　 chevalieri （GUILMERMOND7 ））KL −

OCKER に 夫 々 固定 され る．然 る に 最近 LODDER2 ）は 胞子 形 成時 に 於 け る 榮養細 胞 の 接合 性 の 有無 に依 る騎 の 毆

別 を廢 し Pichia，　ZJgoPichiaを一一liFrして Pichia と して い ろ．こ の 見地 よ り接合 性 を 無 視す れ ば，　Piehia　 Mand −

shurica と ZygoPichia　 chevalieri と は 原 著者 の 記載及 び著者 等 の 菌株 群 に 就 い て 比 較檢討す るに 他 の 菌學的諸

性 質 は よ く一致 す るの で 同…菌 種 と見 徹 され る．更 に LODDER2 ）は上 逋 2 菌 種 を…
括 し て Pichia　tnembranae −

faciensと全 く同
一

種 と して 居 るが著者等 の 蠻 に 多數の 新鮮な る野生撫 こ就い て 檢討す るに Pichia ）nembranee −

facliens　 HANSEN7 ）の 原著者 の 記載及び之 等 と よ く
一一・致する第 1報 1）に於て 著者篳が同種 と して 發表 した原糖 型

の もの と比 較すれば 胞子の 形駄 は 各種湿合型 で 原 種 と同 樣 で あ る が 原 種型 の もの は 麹汁， 麥芽汁及び加糖馬鈴薯

　　
暑

糖類 の 醗酵試験法 は主 と して LINDNER の 小 醗 酵 試 驗 法 に依 つ 广こが Ballg　12
°

の 麥芽牡 乃 至 麩汁 に 2 β

　　　培 養 し た 皮 膜 よ b麥 芽汁 寒 天 乃 至 麹 汁 寒 天 に 25℃ に 2 目 間 培 織 し た 新鮮 菌苔 を稍 々 多量 に探 取 し供 試 糖液

　　　 は 約 5 ％溶 液 とし，25℃ ， 1 目後 の 結果 を示 す．但 し 氣泡 の 大 さ （徑 ）O．5nlm 以 下 の もの は 再 三 反 覆 し て

　　　確認 した が ， か 、 る醗酵性 の 微弱 で決定 し得 ない らの は ± として 示 し た．

　
鞘 LOPDERe ）の 試 験 方 法 に 準 じ，主 とし て ビ タ ミ ン 混 液 を用 い た 液 體 培地 に よろ 結果 を示 す．以 下 之 に 準す

　 　 　 る．

　
斎轍

硝酸鹽の 同 牝試 驗 に は ST 肌 LNG −DEKKER7 ） の 塘地 を． 亞 硝酸鹽 の そ れ に は 坂 「二1， 王 氏
8） の 培地 （炭 素

　　　 源 とし て 葡萄糖3．16％を含 む もの ） を夫 々 使用 し た，倫 何 れ の 揚合 に もビ タ ミ ン 混 液を添 加 しアこ．
撒 轍

本試験 は LODDER2 ） の 方 法 に 準 じ， ビ タ ミ ン 混 液 を用 い たの で あ る が 同 時 に ビ ダ ミ ン を添加 し ない 合成

　　　培地 に 就 い て ア ル コ ール 同化試驗を試 み た處 ，本 菌株群 中 に は 原 株 同 樣 ビ タ ミ ン 要 求 菌 で 全 く發育を認 め

　　　 られ な い もの が あ つ た． こ の 點 STELLNG −DEKKER7 ）が Pichia の モ ノ グ ラ フ に 於 T 　P ．　 mandshurica

　　　が r チ ル ア ル コ ール をG 源 とし て 皮 膜をつ く らな い とし T い る が こ れ は 同 女史 が ビ タ ミ ン 混 液を用 い な い

　　　 で 試 験 した 誤 認 で あ る と考 え られ る．
ww 縣 一z ス テ ）LtM 芳香 生 成 の 有 無 は Ballg　12

°
の 米 麹 汁 及 び 10％ の 蔗 糖 を含む ノ・イ tK1 ツ ク 氏 液 に 25〜26℃ に て

　　　 7 日培養 した もの に 就 い て 試驗 し 广こ．生 成 の 有無 は官能的 に も檢知 し得 る が，正 確を期 す る た め井上 ， 野

　　　 田 兩氏
9）が 脂 肪酸 の 一c ス テ ル 類 の ペ ーパ ーク ロ マ ト グ ラ 7 に 依 る檢 出 に 利 用 し た反 應 皀卩ち各 種 脂 肪 酸 の エ

　　　 ス テ ル が 中 性 下 で ヒ ド ロ オ キ シ ル ア ミン と作 用 し て 生 す る ヒ ド ロ オ キ サ ム 酸 が 鹽化 第 2 鐵に 依 っ て 深 紅 色

　　　を呈 す る鏡敏 な る反 應を探 用 した．、これ に 就いτは 生 理り部 に 於 て詳述す る s
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汁 等 に 於 て 發育良好 ， 乾 蝶性 白色 乃 至 は 乾 焼性次 白色 の 著 しい 褶襞ある皮膜 を 形成 し 日を經るに 從つ て 肥厚 し，

之 等 の 固醴 培地 上 著 し く褶襞 あ る隆起性菌苔 を つ くる所謂
‘’Wrinkled”type で あ る の に 比 し ， 本菌群 1ま發育

不良 ， 概ね濕潤殆ん ど不滑な極 め て 菲薄な皮膜 を つ くり日 を經 る も決 して肥厚 せ ず 叉 固體培地 上 不滑偏不 に發育

す る 所謂
“ SmoOth ”

type で あ る．更 に 發育 及 び胞子 形 成 の 最高限界 温変 に 就い て は LODDER2 ）等 は 全 く追試

され て 居 ない が著者等 の 試驗結果は 原種型 に 於 て 夫 々 37〜39℃，9．　3Y”34．5℃ に あ る の に 比 し本菌群は 何れ も夫 k

41・−43℃，37〜39℃ の 署 し く高温 に 位 しこ の 點原著者に 依 り牛亟熱性菌種 と して 發表 され ft．　 Pichia　mandshuriCa

SAITO 及 び ZPtgaPiehia　chevaiieri 　GUInlERMOND の 原顴 の 記載と よ く
一．一

致す る，依 つ て 著者等 は 胞子の 形

状 は原種 と同様各種混合型 で あ るが Smooth 　 type で 而 も發育及 び 胞子 形成 の 最高温度 の 原種 よ り高温 に 位す る

本菌鮮を 原種の 一變種 と見做し Pichia　membranaefaciens 　var．　mandshurica （SAITO ）comb ．　noa と命名し

たい ．

　本菌群は Streak　culture 及び pellicle共に Smooth 　type で ある點 の みか ら すれば著者等が既に 第 1報 ） に

報告 した Wrinkled　type で ある原種 と 異な る Smooth 　type の
一品種 Pichia　membranaefaciens 　forma　a と

類似す る が forma α 型 の もの は 本菌群 に 比 し發育及 び 胞 子形成 の 最 高 限界温度が 夫 k 原 種 同 戳 著 し く低瀝に あ

る の で 明 らか に 區別 され る． その 後 ， 横塚，後藤購氏等 も 「葡萄酒薤膜酵母 の 研zaJ3”’4） に 於て 多數 の Pichia

membraneefaciens 　type の 菌株群 を，胞子の 形1伏を考慮 に 入れず に Streak　 culture ，　Giant　 colony 及び Pellicle

の 形胱に依 り， Wrinkled，　 Smooth 及 び その 中問 型 の 3 つ の Group に大 別 して 居 るが若し同氏 等 の 様に，か N

る肉眼的培養性駄 の み か ら分類す る と すれ ば 著者等 の 胞 子 の 形状が各型混合 型 で あ る前述 の ferrna　ge 型 及び 今

回發表 lttた van 　mandshttrica 型 の 2菌種 鮮 は 同氏 等 の Sm 。oth 　 type　group 　．1 に 該當す るもの と考えられ る．

　次 に 第 1報 1）に 於 て 發表 した Wrinkled 　type の Pichia　betgica （LINDNER ），　 DEKKER 及び ZNgopichia

chevatien
’

var ．　membranaefaciens 　KODAMA 　et 　KYONO も上述 の LODDER の 提唱 に 從 っ て 胞了
・
形成 時 の 接 合

性の 肴無 に 依る攪 の 區別 を廢 し，一括 し FicP，ia とす る見地 か ら すれば こ の こ 菌櫨 は原著者 の 記載及 び 著者等 の

菌株群に就い て菌學諾性質は よ く
一

致す る の で 全 く同一
種 と見敝 され る．更 に LODDER に 依れば Pichia　 bel・

gica も葡萄糖 の みを 同化 し硝酸鹽
．
同化 ，

ア ル ブ チ ン 分解共に陰性 と す る Pichia　nrembranaefaciens 　HANSEN

と全 く同
一

種 と見做 し て 居 るが著者等 の 見解 に 依れば Pichia　belgica　ttその 胞 子 の 形欣が 个著明な帽 子型 乃至

底邊 厚膜の 整正 な牛球 形で 前逋 の 原種型や Pichia　mandshuriCa 　type の 様に 同一株の 胞子が各種型 を混在しな

い 事 は署 しい 相遼點で こ の 事實 は 之等 の 類櫞菌群が 戰雨の 諸家に 依 り そ の 胞 子 の 形封犬に 依 り PVillia　belgica　L1−

NDNER ，
　Hansenula　belgica （LINDNER ）SYDOW と して 發表 されその 後 STELL ！NG −DEKKER7 ）に 依 り硝酸鹽

刷 讎 を 主 なる 理 由 と し て PicAiaに 編入した 場合 も こ の 不署明なる帽子形を 有す る菌種 を Picha　betgiCa

（LINDNER ）DEKKER と改名 し Pichia　membranaefaciens と區別 して い る．そ の 後署者等 も第 1 報 に於 い て

發表後次 に 示す試料 よ り同型 の 菌株 を 多數分離 した．印ち Pichia　belgica　type の もの と して は

翻

調

諷

茄

瀚

駕

驚

靆

鬻
恥

　

　

　

　

　

　

　

雄

　

　

　

　

　

　

　

の

　　　 分 離 試 料

リ ン ゴ No．9 （青森縣 ）

リ ン ゴ No。11 （青 森縣）

リ ン ゴ No．20 （青 森 縣）

リ ン ゴ 1Vo．35 （青 森縣 ）

酢 配 （愛 知 縣，中埜酢 店 ）

酢醪 （愛知縣， 中 埜酢店）

菌 株番 號

No ．49No

．50No

．51No

．52No

．53No

．54

　 　 　 分 離 試 料

酢容器 （愛知縣 rl・埜酢店 ）

ゆつ の 實

酒精 廢 液 （東 京 都，紳谷酒逧 KK ）

土 爆 （岩手 縣）

酒精粕 （岩手 縣，氣 仙酒 造 KK ）

酒精粕 （秋 田縣 ， 小 玉 釀 造 KK ）

叉 Zlgopichia 　 chevatieri 　 var ．　 membranaefaciens 　KODAMA 　et 　 KYONO ．　 type の もの と して は

菌株番號

No ．55No

．56No

．57

　　　　分 離試料

酢翫 （愛 知 縣 ， 中埜 酢店）

酢 容 器 （愛 知 縣 ， 中 埜酢店 ）

リン ゴ （弘前市外）

歯株番 號

No．58No

．59No

．60

　　　　分離試料

イ チ ゴ （秋 田 縣）

レ モ ン （産地 不 明）

櫻桃 （秋 田 縣）

Q6 株 でζ等 の 菌株群 の 菌學的諸悼質は 第 1報 に 報 告 した もの と酷似 して 居 るの で鴕載 は 省 略 す るが，胞予 は す
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C324） （小 玉 ， 京 野 ，小 玉 ）　蔬 膜 酵 母 荷 に 關 す る 研 究 　（第 2 報）

　 べ て 第 ユ報 の 菌株群 同 樣不 署明な帳イ形 か底讒 の 厚膜な整 正 孚球 形 で 原齪 の 糠に 各 種 の 不整 形 を 混 在 しない 當

　 を再 碓 認 し得 た （附圃參照）．

　　 而 して 第 1報に 於 て 報告した Pichia　belgica及び 著者等 の Zy　gopich　ia　chevalieri 　 var ．　membranaefaciens と

　 し て 發表 した Wrinkled　type の 攣種 を 今圃新 た に 分離 し た 上逋 の 夫 々 12株及 び 6 株 と併 せ て ， 之 等 力 胞 子形成

　時 の 接 禽性 に 依 邵 硼 を廢す る 1’ODDER の 提唱 に 從 つ て P κ脚 耀 〃ψ 襯 σ吻 c 嬬 50rig ．　type と ， 胞 子 の 形

　 駄に依つ て明らか に 區別され る新たな
一一mp種 と見做し Pichia　membranaOfaciens 　var ．　belgica（DEKKER ）comb

　 nov と命名 し た い ．

　　以 上 第 1 報及 び 第 2報 に 發表した 60株 の 菌株群 は LODDER に依れば総 て Pichia　 membrqnaefaciens 　HAN −

　 SEN 　group に 抱含 され るが ， しか し之 を胞 子の 形歌，液體培地 に 於け る皮膜及 び劃線培騫 の 默貌，發 育及 び 胞

　 子形 成限界濃度竿 に 依 り更 に 變種乃 至 品種 と して 細分 され る もの と 考えられ る．上 逋 の 試驗結 果 を綜合 した 著 者

　 等 の 分類 表 を次 に示 す ．

　　　　　　　　　　　　　　　　PicAia　membranaefaciens 　group の 分 類表

a．胞子 は 各種混 合 型

　la，皮膜有皺肥厚 型・・− Pic乃ia　membranaefaciens 　HANSEN （orig ．　type ）

　　　（Wriakled　type ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驪 篶 …濕 脇

繁 飜
・・

韈蘚 瓢 儺1鑑

糠 叢黼 盈雛 囲 1藩欝蕪撫轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　總　　　　　括

　　第 2 次 に 檢索 した 47株 を次 の 2 新變 腫に 分類 し た．

　　e．Pichia　 membranaefaciens 　 var ．　 mandshurica （SAITO ） comb ．　 nov ．

　　f− Pichia　 membranaefaciens 　 var ．　belgica （DEKKER ） oomb ．　 nov ．

　　終 りに 臨 み 終 始 御指 導 を賜 は b つ s あ る 阪大 小 田 先 生 に 厚 く感 謝 の 意を表 し ， 又 貴 重 な る ビ タ ミン その 他 試 藥

　を御分 與 下 され た 佐藤喜吉先 生 ， 京 大 高橘雅弘氏 ， 山梨 大 醸研後藤氏 並 び に 分離試料を御惠迭下 され た 日本酒類

　KK 常務取締役 中村 榮
一一氏 始 め蝨 國の 各 位 に 裏 心 よ b感謝 の 意 を表 す る．

　　（本 報 の 概 要 は 昭 和 29年 10月 穴 阪醸 造 學 曾講 演 會 に 於 て 發 表 し た．）
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